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千葉県湖沼水質保全計画
による年平均目標COD値

平成12年6月、月平均COD値
採水場所 :手賀沼公園沖

平成13年6月、月平均COD値 8.7rng/Q
探水場所 :手賀沼公園沖
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平成12年度予算の執行状況

介護保険が特別会計となり一般会計が約 5%減に

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り、

皆
さ
ん
が
納
め
た
税

金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、

世
年
度
予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

般

。一品
言十

綿
入
の
た
め
の
臨
時
特
例
負
担
金
が
、

介
護
保
険
制
度
の
開
始
に
伴
い
無
く

な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
減
。

分
担
金
・
負
担
金

(お
・
9
%
減
)

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
の
入
所
者
か

ら
の
負
担
金
が
事
業
者
に
支
払
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
市
に
は
入
ら
な
く

な
っ
た
た
め
減
。

繰
入
金

(
2
1
7
・
4
%
増
)

特
別
盤
護
老
人
ホ
l
ム
や
私
立
保

有
国
の
施
設
強
制
補
助
金
な
ど
に
当

て
る
た
め
、
社
会
稲
祉
郁
按
越
金
約

2
億
円
を

一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
た

た
め
増
。

。
歳
出

民
生
貨

(同
・
6
%
減
)

介
護
保
険
の
開
始
に
よ
り
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
経
費
が
、
介
護
保

険
特
別
会
計
に
移
行
し
た
た
め
滅
。

教
育
費

(叩・

3

%
明
)

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
、

我
孫
子
第
四
小
学
校
の
用
地
民
収
な

ど
を
行
っ
た
た
め
明
。

衛
生
費

(げ・

5
%
減
)

前
年
度
に
、
休

n診
療
所
の
也
設

一般会計予算の対前年度比較

ロ
年
度
予
鉾
は
3
1
0似
3
1
8

1
万
円
で
し
た
が
、
実
際
の
収
入
は

3
1
2
位
4

6
0

5
万
円
(
収
入
率

l
o

o
-
7
%
)
、
支
出
は
2
9
7

億
9
5
6
2
万
円

(
執
行
率
%
・
0

%
)
に
な
り
ま
し
た
。

収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た
額

は
約
凶
億
5
0
0
0
万
円
で
、
日
年

度
予
鉾
に
繰
り
越
さ
れ
ま
す
。

項
目
ご
と
の
金
額
と
前
年
度
と
の

対
比
は
、
表
1
の
と
お
り
で
す
。

前
の
年
度
に
比
べ
、
各
羽
田
で
明

減
の
大
き
い
も
の
は
、
次
の
よ
う
な

理
由
で
す
。

。
歳
入

交
付
金

(刀

・
9
%
増
)

利
子
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金

が
、
利
子
割
交
付
金
と
し
て
固
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

ω年
前
に
預
け
ら

れ
た
利
率
の
高
い
定
額
貯
金
が
満
期

に
な
り
、
源
来
徴
収
税
額
が
増
加
し

た
た
め
交
付
金
も
明
。

国
庫
支
出
金

(灯
・
8
%
減
)

前
年
度
に
あ
っ
た
介
護
保
険
円
滑

v表1

収入

市税

地方交付税

交付金

市慣

国庫支出金

繰越金

県支出金

他方特例受河童

置用料・手数料

分担金・負担金

地方譲弓税

繰入金

その他

合計

や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
焼
却
施
設
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
低
減
対
策
工
事
が
終

了
し
た
た
め
減
。

商
工
費

(臼
・
1
%
減
)

前
年
度
に
、
地
域
娠
興
券
の
交
付

が
終
了
し
た
た
め
減
。

市
民
の
負
担
額

市
民

一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
た
市

の
事
業
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
と
、

納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税
の
一
人
当

た
り
の
額
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

(日
年

4
月
1
日
現
在
の
人
口
ロ
万

8
9
8
3
人
で
鉾
出
)

詫
制
は
国

・
県
の
補
助
金
、
市
依

な
ど
で
附
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
債
と
債
務
負
担

市
仙
は
、
一
時
に
多
額
の
経
費
を

必
要
と
す
る
事
業
の
財
源
に
充
て
る

た
め
に
、
借
り
入
れ
る
借
金
で
す
。

債
務
負
担
は
、
事
業
が
数
年
度
に

わ
た
っ
て
継
続
す
る
場
合
に
、
将
来

に
わ
た
る
支
払
い
の
約
束
を
す
る
も

の
で
す
。

市
依
は
元
利
償
還
が
進
ん
だ
た
め

支出

民生費

総務費

土木費

教育費

公慣費

衛生費

消防費

鰹業費
議会費

商工費

率
一
日
一
山
知
市

ωη
目

白

日

間

引

一

日

一

減

一寸

て

一

刊

+

ペ

+

+

+

寸

一

一
一

増

T

C

T

C

』
U

前
年
度
よ
り
残
高
は
減
っ
て
い
ま
す
。

債
務
負
担
は
、
旧
村
川
別
荘
の
土

地
や
船
戸
地
区
の
手
到
沼
斜
而
林
な

ど
を
取
科
し
た
た
め
、
前
年
度
よ
り

附
加
し
て
い
ま
す
。

(表
2
参
照
)

市債・債務負担の推移

(年平成度) 市債現在高 債務未負担
の払額

10年度223億7800万円29億7800万円

11年度 218億9200万円 24億1300万円

12年度 213億7300万円 28億3800万円

v表2
基

金

北町金
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に

資
金
を
稲
み
立
て
、
運
用
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

主
な
基
金
の
は
年
度
末
現
在
の
秘

立
翻
は
、
表

3
の
と
お
り
で
す
。

可F表3 主な基金の12年度末現在の積立額

財政調整基金 17鐙5900万円ふるさと沼 1億500万円
ふれあい計 進基金

属回線複線化整備基金… 9300万円

スポーツ振興基金… 6200万円

庁舎増築基金 … 5900万円

社会福祉事業基金 … 2億4800万円 国際交流基金 … 4500万円

※財政調整基金・・・年度聞の財源の不均衡を調整するための積立金。
滅償基金…市債の返済のための積立金。

清婦工場建設基金… 3億5100万円

. 3億1300万円

.. 3億 500万円

緑の基金

滅債基金

卑
骨
V

路
沿
，

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
に
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て

経
理
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
設
け

る
会
計
で
す
。

(表
4
参
照
)

ロ
年
度
に
は
、
新
た
に
介
護
保
険

の
特
別
会
計
を
設
け
ま
し
た
。

g~ 
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言十

夏の夜空を彩る花火約1万6000発

等賞沼花決六会
8月4目{土}午後7時-8時30分
※雨天時1~5 日(目)、 1 1 日 (主)に|順次延期

4
T
白
沼
浄
化
の
願
い
を
込
め
て
、

我
孫
子
市
、
柏
市
、
沼
南
町
の
2
市

l
町
合
同
で
、
手
引
出
花
火
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

8
月
4
日
(
土
)
午
後
7
時
か

ら
8
時
却
分

(雨
天

・
荒
天
の
場
合

は
、
8
月
5
日
、

日
日
に
順
次
延
期
)

打
ち
上
げ
会
場

下
図
参
照

交
通
規
制

会
場
周
辺
で
午
後
6
時

か
ら
9
時
ま
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ

ま
す
。

(手
賀
沼
公
園
か
ら
北
柏
ま

で
の
道
路
は
、
終
日
駐
乍
禁
止
で
す
)

区分 収入額 支出額

老人保健 68億3844万円 67憧9040万円
国民健康保険事業 66億3594万円 64億7827万円
公共下水道事業 39億9167万円 38億1967万円
介護保険 25億7175万円 24億 737万円
土地区画整理事業 21:意6373万円 7851万円
手賀沼浄化事業 1億3363万円 1億2988万円
公共用地取得事業 7901万円 7889万円

tEb2 恥 言十 205億1417万円 197億8299万円

12年度特別会計の状況v表4

水
道
事
業
会
計

ロ
年
度
の
資
本
的
支
出
の
主
な
内

容
は
、
久
ヰ
寸
家
浄
水
場
配
水
ポ
ン
プ

人と まち手賀沼を誇れる

駐
市
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
各

会
場
へ
は
氾
阜
、
パ
ス
等
を
ご
利
川

く
だ
さ
い
。
な
お
、
政
孫
子
駅
南
日

発
の
阪
東
パ
ス
は
、
午
後
4
時
却
分

以
降
第

一
小
学
校
経
由
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

手
賀
沼
花
火
大
会
実

行
委
只
会
宮
(位
)3
1
3
1
、
ま
た

は
市
商
工
観
光
謀

・
内
線
5
0
4

※
当
日
の
開
催
の
有
無
は
、
午
前
8

時
か
ら
宮
0
1
8
0
1
9
9
4
1
8

7
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

し鳥が共存

。水道施設建設に係わる資本的収支

資本的収入|資本的支出| 差し引き

3億1430万円19億 800万円1-5億9370万円

v表5 12年度水道事業会計の状況
。事業経営に係わる収支

水道事業収益|水道事業費用| 差し引き

29億4417万円128億2249万円11憶2168万円

設
内

ι事
、
有
料
セ
メ
ン
ト
作
物
一
寸
の

老
朽
配
水
位
の
布
設
持
主
恨
と
企
業

仙
の
返
消
な
ど
で
す
。

資
本
的
収
支
の
不
足
額
は
、
過
年

度
か
ら
の
内
部
留
保
資
金
で
補
て
ん

し
ま
す
。

(
表
5
参
照
)



(2) ~ 怠

と
も
に
創
ろ
う
宗
家
の
我
郁
子

市
職
員
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
を
募
集

2001.7.16 

-ー

市
で
は
、
平
成
M
年
4
月
採
用
予

定
の
職
員
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

職
種

・
受
験
資
格
表
1
参
照

受
験
手
続
き

総
務
諜
に
思
M
し
た

試
験
申
込
岱
に
必
嬰
事
項
を
ご
自
分

で
記
入
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
用
と
同
サ

イ
ズ
の
写
真
1
枚
(
無
帽
で
最
近
3

カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
)
を
の

り
付
け
し、

職
種
ご
と
の
必
要
性
類

職種 援予定用数 受験資格

務事職上級
2人

昭和41年4月2日以降に生ま
れた方で、学歴は問いません

自主 初級 1人
昭和55年4月2日以降に生ま

行
れた方で、学歴は閑いません

昭和41年 4月2日以降に生まl

政 技術職
1人

れた方で、専門課程を修了し

職 建築 た方または平成14年3月31日
までに修了見込みの方

昭和46年4月2日以降に生まれた
方で、 Q:>>.a大 ・大学卒業以上で専
門課程を修了した方または平成14
年3月31日までに修了見込みの方

福祉総合職 3人
@高校卒業以上で2年以上社会福
祉施段 (知的障害者銀護・身体障
害者更生媛護施設、養護老人ホー
ム)において恵撲に従摩した方ま
たは福祉に関して相当の学議経験
を有すると認められる方

昭和46年4月2日以降に生ま

保育 士 2人 れた方で、資格を有する方ま
たは平成14年3月31日までに
資格を取得見込みの方

昭和41年4月2日以降に生ま

栄養士 1人
れた方で、資格を有する方ま
たは平成14年 3月31日までに
資絡を取得見込みの方

消防士 3人 昭 和51i手4月2日以降に生ま
れた方で、学歴は問いません

採用職種 ・受験資格v表 1

--
-Eヨ~-預血m}IJJI~圏直彊

7月29日(日)は
参議院議員通常選挙

の投票日

設
票
で
き
る
人

投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
要
件
を

備
え
、
「
我
孫
子
市
選
挙
人
名
簿
」

に
登
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

①
昭
和
尚
年
7
月
初
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人

②一
平
成
日
年
4
月
日
日
以
前
に
我
孫

子
市
に
転
入
届
を
し
た
人
で
、
引
き

続
き
3
カ
月
以
上
我
孫
子
市
に
住
ん

で
い
る
人

③
公
職
選
挙
法
に
規
定
す
る
選
挙
権

と
被
選
挙
権
の
停
止
を
受
け
て
い
な

い
人

※
4
月
ロ
日
以
降
我
孫
子
市
に
転
入

届
を
提
出
し
た
方
は
、
前
住
所
地
の

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

不
在
者
設
票
は
お
早
め
に

投
票
日
当
日
、
仕
事
、
レ
ジ
ャ
ー
、

買
い
物
な
ど
何
ら
か
の
用
事
で
投
票

事務職 住民票または自動車運転免許証
消防 士 の写 しのいずれか 1通

警福祉ーー緒ー合ー讐戦
卒業(見込)箆明容および単位
取得証明容

保育 士 保育士の資格証明書(取得見込
証明容)

栄養士
資格免許証の写しく取得見込み
の方は卒業(見込)証明書〉

必要書類v表 2

に
行
け
な
い
方
は
、
早
め
に
不
在

者
投
耐
一事
』
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
所
は
円
日
ま
で
は

市
役
所
C
会
議
室

(市
民
会
館
南

隣
)
1
カ
所
、
初
日
か
ら
は
湖
北

地
区
公
民
館
と
布
佐
市
民
セ
ン
タ

ー
本
館
を
加
え
た
3
カ
所
で
す
。

(
左
図
参
照
)

な
お
、
他
市
区
町
村
で
不
在
者

投
票
を
す
る
方
は
、
市
選
挙
管
理

釆
帯
以
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

投
事
時
間

午
前
8
時
却
分
か
ら

午
後
8
時

持
参
す
る
も
の

投
票
す
る
本
人

の
投
票
所
整
理
券

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
貝
会

事
務
局

・内
線
3
4
5

第1049号

v不在者投票所
齢Zとおill箇副目指闘3.E~l:I'.(::rnC:a)

を
添
え
て

(
表
2
参
照
)
、
7
月
お

日
か
ら
8
月
3
日

(消
印
有
効
)
午

前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
我
孫

子
1
8
5
8市
役
所
総
務
諜
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
(
土

・
日
限
日
を
除
く
)

試
験
日
9
月
同
日
(
日
)

問
い
合
わ
せ

総
務
課

・
内
線
2
3

2 ※
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
宮
(
お
)
5
0
0

0
コ
l
ド
帯
号
8
4
6
、
市
ホ
l
ム

ペ
l
ジ
で
も
、
ご
案
内
し
て
い
ま
す

平
成
同
年
4
月
の
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
開
館
に
あ
た
り
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
長

(栄
公
民
館
長
)
を
募

集
し
ま
す
。

公
民
館
と
図
性
館
の
複
合
施
設
と

い
う
セ
ン
タ
ー
の
特
色
を
発
揮
さ
せ

る
、
資
質
と
立
か
な
見
識
を
持
っ
た

人
材
を
広
く
求
め
ま
す
。

職
務
内
容

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長

と
し
て
の
職
務

(常
勤
職
)

受
験
資
格

平
成
同
年
4
月
1
日
現

在
日目歳
以
上
訂
版
以
下
の
方
で
、
生

涯
学
習
、
公
民
館
、
図
骨
館
事
業
の

い
ず
れ
か
に
相
通
し
専
門
性
を
発
揮

し
て
生
雄
学
習
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

あ
た
れ
る
方
(
日
本
国
絡
を
持
た
な

い
方
お
よ
び
地
方
公
務
貝
法
第
同
条

に
よ
り
地
方
公
務
貝
と
な
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
を
除
く
)

採
用
予
定
人
員
1人

待
遇

8
級
職

(次
長
職
)
待
遇

給
与

月
額
M
万
1
3
0
0
円
t
百

万
1
0
0
0
円
の
範
囲
内
で
、
年
齢

や
経
験
に
応
じ
て
決
定

勤
務
時
間

原
則
と
し
て
週
刊
時
間

試

験

方

法

*
第
1
次
審
査
:
・性
類

選
考

*
第
2
次
審
査
・:
論
文
試
験

*
第
3
次
帯
査
・・・
面
接
試
験

受
験
手
続
き

総
務
課
に
用
意
し
た

祭
礼
に
よ
る
交
通
規
制
に

H
我
孫
子
警
察
署
包
(
位
)
0
1
1
0
H

7
月
は
八
坂
神
社
の
祭
礼

(初

日
、
引
日
)
と
湖
北
ま
つ
り

(引

目
、
辺
日
)
が
行
わ
れ
、
我
孫
子

駅
南
側
と
湖
北
駅
北
側
で
交
通
規

制
を
実
施
し
ま
す
。

車
両
通
行
止
め

。

m旦
祝
)
今
③
1
⑤
・:
午
後

4
時
か
ら
叩
時

。
幻
日
(
土
)
今
⑤

1

。-A'⑤

'h
②
・・・
午
前
9
時
加
分
か
ら
午
後

山
時

(た
だ
し
、
@
か
ら
⑤
、
お

よ
び
⑤
か
ら
⑦
は
午
後
0
時
加
分

か
ら
3
時
ま
で
通
行
で
き
ま
す
)

〈部
分
通
行
止
め
〉
(
幻
自
の
み
)

今
⑤
t
⑤
・
・・
午
後
6
時
叩
分
か
ら

7
時
泊
分
、

7
時
制
分
か
ら
8
時

4 10 
時;う子

a'①
1

@
・・
正
午
か
ら
午
後

一
方
通
行

。
幻
自
(
土
)
⑨
⑤
l
'
⑪・
:
午
前

9

時
却
分
か
ら
午
後

ω時

パ
ス
の
運
行

〈
阪
東
パ
ス
〉
宮
(
邸
)
2
7
7
1

。
初
日
(
祝
)

午
後
2
時
加
分
以
降

の
市
役
所
経
由
は
す
べ
て
第

一
小
学

校
経
由
に
な
り
ま
す
。

。
幻
自
(土
)

午
前
9
時
ま
で
の
市

役
所
経
由
は
第

一
小
学
校
経
由
に
、

9
時
却
分
以
降
の
我
孫
子
駅
南
口
発

護

運

休
に
、
9
時
以
降
の
布
佐
駅

・

湖
北
駅
南
口
か
ら
の
我
孫
子
駅
行
き

は
、
東
我
孫
子
車
庫
止
ま
り
に
な
り

ま
す
。

〈
関
東
鉄
道
パ
ス
〉
宮
0
2
9
7

試
験
申
込
牲
に
必
要
事
項
を
ご
自

分
で
記
入
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
用
と

同
サ
イ
ズ
の
写
兵
1
枚

(無
帽
で

最
近
3
カ
月
以
内
に
搬
影
し
た
も

の
)
を
の
り
付
け
し
て
、
志
望
動

機
性

(A
4
判
の
用
紙
に
8
0
0

字
程
度
)
、
最
終
学
歴
の
卒
業
説

明
性

(ま
た
は
最
終
学
歴
を
確
認

で
き
る
も
の
)
を
添
え
て
、
7
月

お
日
か
ら
9
月
凶
日

(消
印
有
効
)

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
、

我
孫
子
1
8
5
8市
役
所
総
務
線

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

(
土

・
日
明

日
を
除
く
)

問
い
合
わ
せ

採
用
、
勤
務
条
件

に
闘
す
る
こ
と
・
:
総
務
課

・
内
線

2
3
2
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

関
す
る
こ
と
・:
同
セ
ン
タ
ー

宮

(
位
)
0
6
2
2

※
市
ホ
i
ム
ベ

i
ジ
で
も
、
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を

(花

)
1
1
0
9

0
初
日
(祝
)

通
常
連
行

。
釘
目
玉
)

我
孫
子
駅
発
着
は
、

す
べ
て
運
休
と
な
り
ま
す
。

〈西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
巡
回
パ
ス
〉

空
白
)
5
8
1
8

。
幻
自
(土
)
鈴
木
屯
装
前

・
東
海

銀
行
前

・
田
口
宅
前

・
嶺
岸
設
備
工

業
前

・
ヤ
ク
ル
ト
我
孫
子
セ
ン
タ
ー

前
の
各
停
留
所
へ
の
運
行
は
休
止
し

ストッ?!.".悪質商法

前
日
時
叩
分
か
ら
午
後
1
時

・
午
後

3
時
か
ら
6
時

ゐ
③
t
⑤
1
⑬
5

⑤
I
⑤

・・
午
後
6
時
か
ら
旧
時

ま
す
。
他
の
停
留
所
に
は
運
行
し
ま

す
が
、
予
定
時
間
よ
り
遅
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

悪質業者に だ ま されないた めに
く商 品 購 入 10カ 条〉

亨すぐ必要 な 商 品 で す か

商 品の 情報を確認 し ま し た か

契約先 の 情報を確認 し ま したか

契約 曹 を よ く読みま し た か

支 払い は後 払いにし ま したか

うま い 儲 け 話には要注意!

断る と きは 「断 リ ます!J とハ ツキ リ

し つこ い 相 手 には 11 0番を

契約 の 知識を身につけま し ょう

困 ったと き は 消 費 生活 セ ン ターへ

我孫子市消費生活センター
我孫子 1861 (市役所そ ぱ) 宮田 (85)0999 

問い合わせ時間 平日の10時---12時 、13時---15時

車
両
通
行
止
め

v八寂神社祭礼(20・21日)交通規制図

。
幻
旦
土
)

φ
@
t
⑤
1
@
・
:
午

前
日
時
加
分
か
ら
午
後
0
時
却
分

ゐ
③
t
⑤
1
⑬
1
⑤

:

@
・・
午
後
5

時
か
ら
川
時

o
n日
(
日
)

ゐ
@
3
⑤
3
⑤

・・午

つ
つ
じ
荘

・
市
民
体
育
館
巡
回
パ

ス

〈
つ
つ
じ
荘
:
宮
(問
)0
1
2

3〉

〈
教
育
委
員
会
体
育
課
・:
空
前
山)
7
5

5
5〉

祭
り
の
期
間
中、

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

「
つ
つ
じ
荘
」

・
市
民
体
育
館

の
送
迎
パ
ス
は
、
湖
北
駅
南
口
発
着

に
な
り
ま
す
。
運
行
時
間
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

V湖北まつり(21・22日)交通規制図
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粗大ごみ処理努
指定販売庖

-ー-tit * 

9月から、粗大ごみの収集は有料!こなります。

処理券を指定販売庖(下表参照)で購入して

粗大ごみ!こ張り、 1戸建ては玄関先|こ、集合住

宅は 1階入口付近|こ出してください。
ハィ コミナシ

問い合わせ クリーンセンタ-ft(81 )5374 

底 名・所在地 電話番号
とちぎや・久寺家2・2・1 (85)8877 

コンビニエンスしいな・ 台国2-5・1 (82)2586 

(株)ムフタつくし野庖 ・つくし野5-6・1 (85)2228 

区 沢藤商庖 ・根戸1193 (85)0548 

担F舌E=含ヨ
ポーークリー二ング台回4営業所 ・台図4・3・22 (84)4766 

金子商庖 ・つくし野7・16・16 (83)0315 

華葉
まごしん ・4畏戸1763 (82)3704 

デイリーヤマザキ我孫子駅前庖・我孫子229・1(84)0174 

ファミリーマート我孫子駅北口庖・我孫子232・1(83)0116 

(有)鮎川産業 ・寿1-9・1 (82)0405 

(株)春芳固 ・白山1-6・1 (83)1405 
ファミリーマー 卜手賀沼公園前庖 ・緑1・11・28(85)5009 

セブンイレブン手賀沼庖・若松149・5 (83)3886 
区

鉛F 
セブンイレブン我孫子白山庖 ・白山1・1-26(85)8027 

関根商庖・船戸2・4・20 (82)2300 
山白 中村商庖 (文具庖) ・白山3・1・24 (82)3207 

(株)岡田屋 ・本町3・4・9 (84)9111 栄. 
JC我孫子庖 ・本町2・1・1 (81)3264 若

松
ファミリーマー卜矢口我孫子庖 ・緑1・1・5 (82)2331 

(有)中島酒庖 ・青山台4・24・3 (82)0617 

天
パイナップルプリンス・柴崎台4・1・34 (84)2178 

王 かくみや酒庖 ・東我孫子1・11・5 (82)4522 
.ロ.L>. (株)イシカワハウジング・天王台1・20・1 (85)8000 
地 (有)タ ビヤ酒庖 ・品野山292・1 (82)3621 
区

サンクス天王台4丁目庖 ・天王台4・7・1 (83)3567 
泉. ヤマザキデイリース トア一天王台高 ・天王台1・12引 (84)3473 

柴崎 ファミリーマー ト天王台駅前庖 ・天王台1・1・2(83)0440 

セブンイレブン我孫子天王台駅前庖・天王台1・20・1(82)9235 

孫我東
デイ リーヤマザキ我孫子青山台庖 ・青山台2-1-8(86)1271 

セブンイレブン東我孫子庖・下ケ戸118・1(84)1186 

子 ファミ リーマート天王台駅柴崎台庖・柴崎台1・10・3 (65)26101 

岡
法楽不動産(株)・柴崎台1-9・9 (82)6111 

発 セブンイレブン我孫子泉庖・泉17-42 (85)5280 

戸 口一ソン柴崎牧の上庖 ・柴崎台4干 20 (84)91151 

ローソン我孫子天王台庖 ・天王台1・12・14 (83)0985 

ローソン我孫子岡発戸庖 ・岡発戸611 (82)4567 

湖1ヰ也t 
セブンイレブン海老角湖北台庖 ・湖北台3・3・1(88)2808 

コンビニエンスストアーことぷき・湖北台8・6・9(88)0634 
区 ミニストップ我孫子中峠庖・中峠1337・5 (87)3028 

湖ヰ台t (有)あたりや石井商庄・中里325 (88)2565 

(株)東京事務器 ・湖北台1・15・19 (88)3000 

書4 峠

セブンイレブン我孫子中峠庖 ・中峠台4・10 (88)5941 

倉持酒庖 ・湖北台5・14・1 (88)17191 

ローソン我孫子湖北台庖・湖北台8・18・4 (87)38881 

里中
リカー&フーズなかむら・都部70 (88)7777 

(有)茶畑商庖・中峠1762 (88)1428 

幸木主t斤h 
大野屋酒庖 ・新木野3・36・38 (88)3936 

酒のキタムフ・新木野3・5-3 (88)8363 
区

秋田酒庖・新木野3-23・1 (88)0853 
木茸R

栗山商庖・古戸542・1 (88)7130 

坤皐輯警主て

ホワイト急便新木駅前庖・新木2067・13 (88)3906 

(有)飯田商庖・古戸197 (88)2532 
ローゾン我孫子新木野庖 ・新木野1・2・13 (87)3824 

布佐
ヤマザキデイ リーストア布佐庖 ・新々 図30-4 (89)2547 
ハイマー ト平和台 ・布佐平和台4・1・1 (89)4551 

t也 セブンイレブン我孫子布佐酉庖 ・布佐1048(89)1990 
区

平
セブンイレブン我孫子布佐庖・布佐1・6・9 (89)2102 

手4ロA 口
(有)石井ストアー ・布佐2737 (89)2189 
香取商庖 ・布佐1270 (89)3458 
小規模作業所4工房 ・都12-25 (39)1153 新

々 ローソン我孫子平和台庖・布佐1101-4 (89)3388 
回

コンビーエンスストア001(有)末贋 ・布佐3398-4(89)2693 
都 薬の松島 ・布佐平和台1・1・105 (89)3610 
、ー"

松島楽局 ・布佐3385 (89)3427 

• 

“いい風景みつけよう"
写真コンテスト
作品を募集

若
松
我
孫
子
新
田
周
辺
の

景
観
っ
く
り
に
参
加
じ
て
み
ま
せ
ん
か

目
的

同
地
区
の
現
況
を
把
握
し
、

ム
寸
後
の
景
観
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提

急
速
に
商
業
開
発
が
進
ん
で
い
る

若
松
や
我
孫
子
新
聞
周
辺
は
、
一
歩

入
る
と
文
化
遺
産
の
宝
庫
で
あ
り
、

白
樺
派
の
文
人
た
ち
が
住
み
活
動
し

た
地
区
で
も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
地
区
の
品
川
観
づ
く

り
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
探
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

2001.7.16 

v粗大ごみ処理券指定販売庖一覧表

今
年
も
H

い
い
風
卦
み
つ
け
よ
う
H

を
合
い
言
葉
に
、
第
6
回
風
景
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
、
優
秀
な
作

品
を
表
彰
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

我
孫
子
の
景
観
:
①
春
夏

秋
冬
の
風
長

②
歴
史
文
化
を
感
じ

る
風
景

③
再
発
見
の
あ
る
風
景

④
人
々
の
営
み
の
あ
る
風
景

⑤
家

並
み
の
風
張

作
品
規
格

カ
ラ
1
4
ツ
切
り
判

(ワ
イ
ド
判
も
可
、
デ
ジ
タ
ル
画
像

は
不
可
)

表

彰

最
優
秀
賞

(
3万
円
相
当
の

食
品
)
、
優
秀
賞

(
l
万
円
相
当
の

下
旬
ま
で
(
季
節
ご
と
に
2
、
3
日

の
調
査
お
よ
び
講
演
会

・立
見
交
換

会
な
ど
を
実
施
)

翻
査
方
法

5
・
6
人
の
グ
ル
ー
プ

で
喧
定
の
調
査
表
に
記
入
す
る

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

屯
話
で

7
月
引
日
ま
で
に
都
市
計
画
課
長
観

推
進
担
当

・
内
総
5
7
7

賞
品
)
、
入
賞

(
5
0
0
0円
相

当
の
賞
品
)

応
募
資
格

ど
な
た
で
も
(
市
外

在
住
の
方
も
応
募
で
き
ま
す
)

応
募
規
定

①
作
品
は
未
発
表
の

も
の
に
限
り
1
人
5
点
ま
で

②

作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ

ん

③
作
品
に
応
募
票
(
都
市
計

画
謀
、
支
所
、
行
政
連
絡
所
に
用

意
)
を
添
付

④
入
賞
作
品
の
第

一
使
用
権
は
市
に
帰
属
し
ま
す

応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

8
月

引
日

(消
印
有
効
)
ま
で
に
一
T
2

7
o
l
-
-
9
2
(住
所
約
略
可
)

我
孫
子
市
役
所
都
市
計
画
課

・
内

線
5
7
7
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

第5回

景観賞を募集

市
で
は
、
ま
ち
の
風
以
を
引
き
立

た
せ
て
い
る
建
物
や
ま
ち
な
み
の
長

観
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象

1
市
内
に
あ
る
建
築
物
な
ど

(
工
作
物
、
広
告
物
を
含
む
)
で

①
周
囲
の
長
飢
に
調
和
し
た
デ
ザ
イ

ン
、
色
彩
な
ど
を
工
夫
し
て
い
る

②
空
間
を
有
効
に
利
用
し
て
ゆ
と
り

を
与
え
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る

③
扶
観
の
向
上
に
先
導
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る

@
植
栽
等
を
有
効

に
利
用
し
周
辺
環
境
の
向
上
に
努
め

て
い
る
⑤
自
然
環
境
へ
の
配
慮
、

歴
史
文
化
的
環
境
と
調
和
し
て
い
る

2
市
内
に
あ
る
緑
地
や
水
辺
な
ど
で

①
対
観
上
、
市
民
に
親
し
ま
れ
憩
い

の
坊
に
な
っ
て
い
る

②
対
観
形
成

の
模
範
と
な
っ
て
い
る

③
自
然
公

飢
へ
の
配
邸
や
歴
史
的
文
化
的
景
観

の
保
存
と
再
生
を
図
っ
て
い
る
も
の

3
市
内
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
、

。
親
子
石
け
ん
づ
く
り
講
習
会

日
時

・
場
所

7
月
認
日
(土
)
午
前

9
時
加
分
か
ら
日
時
加
分
、
ふ
れ
あ

い
工
房

(参
加
無
料
)

定
員

親
子
8
組
(
先
着
)

持
参

マ
ス
ク
、
ゴ
ム
て
ぶ
く
ろ
、

長
袖
シ
ャ
ツ
、
長
ズ
ボ
ン

@
手
賀
沼
船
上
見
学
会

日
時
・

集
合
場
所

8
月
7
円
(
火
)

午
前
叩
時
1
正
午
、
中
央
公
民
館

定
員
先
着
詑
人

参
加
費

無
料

。
石
け
ん
工
場
見
学

日
時

・
集
合
場
所

8
月
引
日
(
火
)

午
前
8
時
代
U

分
、
市
民
会
館
駐
車
場

見
学
先

市
の
パ
ス
で
ミ
ヨ
シ
(
株
)

(
」
米
京
都
掛
田
区
)
へ

定
員

先
着
柑
人

参
加
費

無

料

(
弁
当
持
参
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

い
ず
れ

も
屯
話
で
商
工
観
光
謀

・
内
線
3
2

9 

団
体
で

φそ
の
活
動
を
と
お
し
て
玖

観
形
成
を
図
っ
て
い
る
②
一
定
区

域
で
長
年
に
わ
た
り
ル
l
ル
を
作
り

弦
間
形
成
を
図
っ
て
い
る
③
工
事

現
場
の
仮
固
い
な
ど
で
周
辺
の
長
観

に
配
慮
し
て
い
る
も
の

表
彰

日以観
賞
-
mM
観
奨
励
賞
の
選

考
結
果
は
日
月
に
発
表
予
定

応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

都
市
計

画
謀
、
支
所

・
行
政
連
絡
所
に
用
意

の
応
募
用
紙
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
、
対

象
の
名
称
(
団
体
名
)
、
所
在
地
、

推
服
理
由
、
推
腕
者
の
住
所

・
氏
名
・

屯
話
番
号
を
明
記
し
、

8
月
引
日

(消
印
有
効
)
ま
で
に
一
T
2
7
o
l

-
-
9
2
(住
所
省
略
可
)
我
孫
子

市
役
所
都
市
計
画
鯨
・
内
線
5
7
7

千葉県女性センター

講座のお知らせ

市
で
は
、
県
信
用
保
証
協
会
と
金

融
機
関
の
協
力
に
よ
り
、
市
内
中
小

企
業
者
の
皆
さ
ん
に
運
転

・
設
備
資

金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
付
期
間

運
転
資
金
:・

ωカ
月
以

内、

設
備
資
金
・:
制
カ
月
以
内

利
子
補
給

運
転
資
金
:
・
年
利
1
・

5
%、
設
備
資
金
:
・年
利
1
・
8
%
、

大
型
庖
進
出
対
策
資
金
・・・
年
利
3
%

以
内

※
信
用
保
証
料
は
大
型
脂
進
出
対
策

資
金
を
除
き
免
除
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
都

・
内
線

種 類 限度額 融資利率(年)
運転資金 1，500万円以内 12カ月以内
設備資金 2，000万円以内 2.3% 

大型庖進出運転資金 1，000万円以内 13-36カ2月.8以%内

対策資金 設備資金2，000万円以内 37-60カ3月.0以%内
特別小口 運転資金

1，000万円以内 61-84カ月.2以%内資金 設備資金 3. 
※連帯保証人が必要です(特別小口資金を除く)

v融資内容

5
0
5
 

①
創
る

・
学
ぷ
・
食
す
・
自
分
ら
し

し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え

い
夏
を
み
つ
け
て

て
み
ま
せ
ん
か
。
(参
加
無
料
)

料
理
や
グ
ル
ー
プ
ワ
l
ク
を
と
お

日
時

9
月
1
日
(
土
)
午
前
日
時

し
て
「
女
ら
し
さ
、
男
ら
し
き
」
に
か
ら
午
後
3
時

と
ら
わ
れ
な
い
生
き
方
を
考
え
ま
す
。

対
象

県

内
在
住

・
在
勤
の
男
性

日
時

8
月
日
日
(
土
)
午
後
1
時
却

定
員

め
②
各
知
人

(応
募
者
多

分
か
ら
ゆ
日
(
日
)
の
l
泊
2
日

数

の

場

合

は

抽

選

)

対
象

県
内
在
住
・
在
学
の
中
学
生
場
所

県
女
性
セ
ン
タ
ー

参
加
賢
宿
泊
代
お
よ
び
食
材
質
5

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
氾
話

0
0
0円
程

度

で

①
8
月
5
目、

②
8
月
叩
口
ま

②
男
が
学
ぶ

・
父
親
が
学
ぶ

で
に
川
町
女
性
セ
ン
タ
ー
宮
(柑

)
8

職
場
や
家
庭
で
の
生
き
方
を
見
直
・

6
0
2
へ



(4) 

強
弱
包〉
② 
企?

2001.7.16 

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、

市
や
官
公
斤
主
催

・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は、

市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
・:
我
孫
子
市
我
孫
子
1
8
5
8
宮
(
邸
)1
1
1
1

で
か
け
て

み
ま
ぜ
ん
か

夏
休
み
親
子
映
画
会

--
日
・

所

7
月
引
日
(土
)問
時
1
ロ

時
、
湖
北
地
区
公
民
館

内

「
タ
マ
&
フ
レ
ン
ズ
」
「
ど
ん

ぐ
り
森
へ
」
ほ
か

定

先
活
2
5
0人

質

無
料
(飲
み
物
サ
ー
ビ
ス
あ
り
)

申

不
袈
(
直
接
会
場
へ
)

主

背
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

問

教
育
委
貝
会
社
会
教
育
秘
宮

(
白

)
1
1
5
1

農

業

青

壮

年

会

議

新

鮮

野

菜

の

即

売

.. 
" 怠

市
内
で
取
れ
た
新
鮮
野
菜
を
即
売

し
ま
す
。

日

・
所

7
月
泣
日
(日
)
日
時
1
、

あ
ぴ
こ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
駅
側

庖
顕
広
場

(
光
り
切
れ
次
第
終
了
)

間

脱
政
課

・
内
線
5
1
0

「
久
遠
苑
」
納
涼
大
会

第1049号

臼
・
所

7
月
羽
目
(
土
)
同
時
eh
却

時
、
特
別
養
護
老
人
ホ
!
ム
久
遠
苑

(
日
秀
2
0
8
)

内

盆
踊
り
、
模
擬
居
、
打
ち
上
げ

花
火
ほ
か
(
雨
天
時
は
花
火
は
中
止
)

間

久
遠
苑
宮
(幻
)
3
1
4
1

※
当
臼
の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
お
手
伝
い
い
た
だ

ふ
た
み

け
る
方
は
、
久
遠
苑

・
二
見
へ
。

ア
ビ
イ
ク
オ
i
レ
特
別
イ
ベ
ン
ト

午
惜
の
ひ
と
と
S
を
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で

ト
l
ヨ
l
カ
ド
1
3
階
)

出

武
満
野
音
楽
大
学
の
皆
さ
ん

解
説

撒
時
さ
ん

(
同
大
教
授
)

費

無
料

間

ア
ピ
イ
ク
オ
l
レ
宮
(位
)1
3

5 
1 国

立
歴
史
民
族
博
物
館
企
画
展

興
界
万
車
錦
5
あ
の
世
・妖
怪
・占
い
5

展
示
期
間

7
月
げ
日
(火
)
か
ら
9

月
2
日
(
日
}
ま
で

(月
附
日
は
休
館
)

開
館
時
間

9
時
加
分
1
げ
時

(入

館
は
凶
時
却
分
ま
で
)

所

国
立
歴
史
民
族
博
物
館

(J
R

佐
合
駅
か
ら
パ
ス
で
約
日
分
)

内

あ
の
世
と
こ
の
世
、
妖
怪
変
化

の
時
空
、
ウ
ラ
を
読
む
、
異
界
を
遊

ぷ賀

大
人
4
2
0円
、
高
校

・
大
学

生
2
5
0円
、
小

・
中
学
生
1
1
0

円間

N
T
T
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
同
博

物
館
担
当
官
0
4
3
(2
2
7
)
8

po
nunv 

茨
城
県
自
然
博
物
館
企
画
展

人
と
自
然
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ベ
・・
ス
「皿
山
」

参

加

し

τ

み
ま
ぜ
ん
か

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

講

演

会

8
月
8
日
(
水
)
日
時
6
3

日
時

湖
北
地
区
公
民
館
(
入
場
蜘
…料
)

い

す

私
を
か
え
た
事
柿
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
1
シ
ド
ニ
ー
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
挑
戦
1

講
師
:
・
岩
野
博
さ
ん

(
シ
ド
ニ
ー
パ
ラ
リ
シ
ビ
ッ
ク
車
椅

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
)

対

先
着
2
0
0
人

申

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

間

身
体
障
害
者
相
祉
セ
ン
タ
ー
宮

(
邸

)
0
1
4
1

ズ

ー
ム
イ
ン
手
賀
沼

ビ
デ
オ
で
撮
ろ
う
夏
休
み
の
手
賀
沼

内 所 日
手
抑
制
沼
を
散
策
し
た
り
船
に
乗
っ

た
り
し
な
が
ら
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に

テ
l
マ
を
決
め
、
ピ
デ
オ
作
品
を
つ

く
り
ま
す
。

日

8
月
辺
日
(水
)
9時
泊
分
1
同

時
却
分
・:
場
所

・
テ
ー
マ
・
シ
ナ
リ

オ
の
検
討
、
お
日
(木
)
9時
ー
は
時

知
分
:・
搬
影
、
編
集
、
作
品
鑑
賞

所

市
民
会
館
ほ
か

対

2
日
間
と
も
参
加
で
き
る
小
学

校
5
・
6
年
生
、
先
治
初
人

費

1
0
0
0円

持

弁
当
、
水
筒
、
能
記
用
具
、
マ

ジ
ッ
ク
ペ
ン

申

屯
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
あ
び

こ
子
ど
も
劇
場
宮
岡
(部
)
9
0
7
8

b
z
:
着
て
み
ま
せ
ん
か

り

カ

丈

着
せ
て
み
ま
せ
ん
か

痴
ほ
う
の
方
の
家
族
の
集
い

介
護
方
法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど

に
つ
い
て
、
情
報
交
換
し
ま
せ
ん
か
。

日
・

所

7
月
初
日
(
木
)日
時
却
分

1
日
時
却
分
、
保
他
セ
ン
タ
ー

対

痴
ほ
う
の
方
を
介
践
し
て
い
る

家
族

費s
 

z
l
 

1
0
0円
(
お
茶
…晶子
代
)

介
護
支
援
都
宮
(前
)1
4
1
1

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

日

8
月
4
日
(
土
)1
7
日
(
火
)
9

時
却
分
1
げ
時
(
全
4
日
)

所

市
民
会
館
、
初
祉
施
設

内

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
車
イ
ス

操
作
や
手
話
体
験
、
福
祉
施
設
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

対

日
校
生
、
先
治
判
人

費

2
0
0
0円
(
昼
食
代
)

申

氾
話
で
7
月
幻
自
(
月
)ま
で
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
宮
(訂
)
5

つ-
q
u
つd

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
饗
成
講
座

日
・

所

8
月
5
日
(
日
)
9時
泊
分

1
げ
時
、

市
民
会
館

内

活
動
内
容
の
紹
介
、
防
告
児

・

者
と
の
ミ
ニ
遠
足

対

日
校
生
以
上
の
万
、
先
治
犯
人

質

5
0
0円
(
昼
食
代
)

申

屯
話
で
7
月
お
口
(月
)ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
宮
(制
)
1
5
3
9

「田
部
井
淳
子
」
講
演
会

岳
人
あ
び
こ
創
立

5
周
年
記
念

女
性
で
世
界
初
の
エ
ベ
レ
ス
ト
笠
却

を
成
し
遂
げ
た
、
登
山
家
の
田

-m井
淳

子
さ
ん
を
如
い
て
排
出
会
を
行
い
ま
す
。

日
・

所

9
月
9
日
(
臼
)
日
時
却
分

間
場

・
同
時
間
前
、

ア
ピ
イ
ホ
l
ル

(
イ
ト
l
ヨ
l
カ
ド
1
3階
)

内

「世
界
の
山
や
ま
を
め
ざ
し
て
」

質

前
売
券
1
0
0
0円
、
当
日
券

1
2
0
0円

前
売
券
販
売
所

平
賀
性
庖
、
ア
ピ

イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
荒
井
性
庖
、

お
お
く
し

大

申中
古

(Um
)
2
9
7
6

問

原
田
宮
(部
)7
9
2
9

野
村
生
涯
教
育
読
書
会

7
月
お
日
(
水
)旧
時

:
日
時

市
民
会
館

5
0
0円
(
別
途
テ
キ
ス
ト
代

2
0
3
9円
)

※
昼
食
はん什
自
で
用
意
。
託
児
あ
り
。

(
お
や
つ
代
1
0
0円
)

申

電
話
で
(
財
)野
村
生
涯
教
育
セ

ン
タ
ー
宮
0
3
(3
3
2
0
)
1
8

質所日6 
1 ほ

し
ゅ
う

あ
び
こ
子
ど
も
ま
つ
り
ス
タ
ッ
フ

ω月
幻
自
(
土
)
に
手
賀
沼
親
水
広

場
で
行
わ
れ
る

「第
7
回
あ
ぴ
こ
子

ど
も
ま
つ
り
」
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
・
所

7
月

m日
(
日
)
4
3
8
月
日

で
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
た

日
(
土
)
、
和
洋
女
子
大
学

(市
川
市
)

だ
け
る
方
を
非
集
し
ま
す
。

か
い

日
・
内

7
月
辺
日
(
日
)
叩
時
1
ロ

内

講
義
、
実
技

(措
件
法
、
政
骨

内

当
日
・

前
日
の
準
備

・
設
営
、

時
:・
自
分
で
滑
る
方
法
、
日
時
1
日

法
、
か
な
暫
法
、
行
件
法
、
市
山
法
、

「あ
そ
び
の
コ
ー
ナ
ー
」
の
手
伝
い
、

て

ん

;

時
・:
治

せ

る

方

法

築

山

口

法

、

創

作

漢

字
ほ
か
)

記
録
係

(写
真
搬
拶
な
ど
て

段
ポ

所

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

※
日
程
は
科
目
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

l
ル
集
め
、
保
安
係
、
誘
時
係
な
ど

定

先
ポ
各
羽
入

定

各

科

円

先

消

将

人

※

こ

の

ほ

か

「あ
そ
び
の
コ
ー
ナ
ー
」

費

無

料

費

1
科
目
1
万
2
0
0
0円
へ

の

参

加

者

も

募

集

し

て
い
ま
す
。

持

ゆ

か

た

、

小

物

※

日

程

な

ど

詳

し

く

は

、

和

洋

女

子

申

泣
訴
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
旧
制

申

電
話
で
7
月
初
臼
(
税
)
ま
で
に

大
学
作
迫
準
備
室
宮
0
4
7
(3
7

E
0
7
0
(6
6
4
5
)
1
1
0
5

鈴
木
宮
(部
)

2

8

0

6

1

)
1
9
3
8
(平
白
川
時
:
円
時
)

回
(幻
)
9
8
0
4

出
:
・
出
席
者
・
出
演
者
、
定
:
・
対
象
・
定
員、

持
:
・持
参
、
費
・
:
費
用
、
申
:
・申
し
込
み
、
間
・
:
問
い
合
わ
せ
、

主
・
:
主
催

・
共
値

展
示
期
間

9
月
M
日
(
休
)
ま
で

(9
月
凶
日
を
除
き
月
昭
日
は
休
館
)

開
館
時
間

9
時
却
分
1
げ
時
(
入

館
は
凶
時
刻
分
ま
で
)

所

茨
城
県
自
然
博
物
館
(
岩
井
市

大
崎
7
0
0
)

内

里
山
と
は
、

里
山
の
生
き
も
の

た
ち
、
里
山
は
い
ま
:・
、
里
山
と
と

も
に

費

大
人
7
2
0円
、
高
校

・
大
学

生
4
4
0円
、
小
・
中
学
生
1
4
0

円間

同
博
物
館
宮
0
2
9
7
(認
)
2

n
u
nu
nU
 

日
・
所

7
月
初
日
(祝
)
日
時
却
分

1
同
時
必
分
、
ア
ピ
イ
ホ
!
ル
(
イ

日
・:
日
時
、
所
・
:
場
所
、
内
:
・
内
容
、
桓
:
・
種
目
、

和
洋
女
子
大
学
公
開
講
座
(
書
道
)

&レンタサイクルS~ ，L ‘‘、
ふれあい工房手賀沼探検隊2001 --

夏休み中の営業

小さな列車の旅とサイク

リングで、手賀沼の夏を楽

しんでみませんか。

期間 7月20日(祝)'"9月
2日(日)(毎週月曜日と雨天

荒天の場合は中止。以降11

月末までは、土 -日・祝日

のみ営業〉

営業時間 午前10時から午
後5時 (10月からは午後4時まで。レンタサイクルの賞

し出しは、 終了時間の1時間前まで)

場所 手賀沼公園

費用 *ミ二SL・・1周200円 *レンタサイクル…3
暗闇500円、以降1時間ごとに100円(小学生以下は半

額)

問い合わせ (財)あゆみの郷公社合(83)1130 (土・日 ・

月-祝日を除く)

夏休み子どもリサイクル教室
ふれあい工房では‘夏休み子どもリサイクル教室

(親子参加も可)を、8月に予定しています。

申し込み方法など詳しくは、広報8月1日号でお
知らせします。

。バード力一ピング教室…8月3日.4日.5目
。糸のこ教室 (動く木のおもちゃ)…4日
。糸のこ教室 (木のパズル作り)…5目
。木工教室 (イス作り)…78
。裂き織リ体験教室ぃ?目

。トールペイント教室…8日 22日
。布あそび教室(飾りお手玉作り)…10日

。布ぞうり作り教室・・22日
。ボタンあそび -バンド作リ (ヘアバンドなど)…

23日
。牛乳パックでハガキ作リ教室..24日目25日
。牛乳パ、ソクて・おもちゃ作り教室・ .26日
。夏休み木工作品作りのア ドバイス週間..21日~

26日
問い合わせ

我孫子市子ども会育成会連絡協議会では、小学

生による手賀沼探検を行います。お友だちと我孫

子の環境問題を考えてみましょう。(参加無料)

日時・場所 8月1日(水)午前9時鳥の博物館集合

午後5時30分手賀沼親水広場解散予定 (雨天実施)

内容 ①手賀沼についてのお話(深山正己さん)

①鳥の博物館見学と体験学習 ①船による手賀沼

観察 @クラフ卜ほか

対象・定員 市内の小学生、先着50人
持参 帽子 弁当‘水筒、筆記用具、着替えほか

申し込み・問い合わせ 往復ハガキに住所、氏名、

学年、性別、電話番号を明記し、7月25日(必着)

までに下ケ戸730梅谷三恵包(83)2636ヘ ふれあい工房運営協議会n(86)5500
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「商
D
O
l
-
あ
ぴ
こ
1
0
0」
刊
の

P

R

掲

載

底

日
月
ご
ろ
に
発
行
予
定
の
融
V

V』0
!
あ
び
こ
1
0
0」
の
紙
面
に
、

P
R
を
掲
載
し
た
い
お
脂
を
募
集
し

ま
す
。「商

D
O
--あ
ぴ
こ
1
0
0」
は、

今
年
元
旦
に
発
行
し
た
「
商
D
O
--

マ
ッ
プ
あ
び
こ
」
の
第
2
弾
で
、
商

業
活
性
化
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
参

加
庖
の
庖
頭
や
、
公
共
施
設
、
駅
な

ど
で
配
布
し
ま
す
。

資
格

市
内
に
庖
舗
を
有
す
る
方

賢

1
コ
マ

(6
m
×
6
m
)
:・1

万
円

申

氾
詣
で
7
月
引
日
(
火
)
ま
で
に

商
工
会
宮
(幻
)
3
1
3
1

千
葉
県
警
察
官

~ -
第
1
次
賦
験
日

9
月
2
日
(
日
)

受
験
資
格

警
察
官
A
:
・平
成

同
年

3
月
末
ま
で
に
大
学
(
短
大
を
除
く
)

卒
業
見
込
み
の
方
で
、
昭
和
柑
年
4

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

警
察
官
B
・・
・
昭
和
柑
年
4
月
2
日
1

昭
和
臼
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
で
、

瞥
窪
巴
A
に
該
当
し
な
い
方
(
平
成

同
年
3
月
末
に
高
等
学
校
等
卒
業
見

込
み
の
方
を
含
む
)

受
付
期
限

8
月
山
田
(
金
)

※
受
験
申
込
牲
と
受
験
案
内
占
は
、

響
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
に
用
意
。
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間
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察
署
普
務
都
宮
(位
)

0
1
1
0
 

入

国
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備

官
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1
次
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日

9
月
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受
験
資
格
昭
和
幻
年
4
月
2
日
1

昭
和
四
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4
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1
日
生
ま
れ
の
方

採
用
予
定
数

約
知
人

受
付
期
間

7
月
初
日
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木
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8
月

9
日
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〈
土

・
日
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目
を
除
く
〉
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申
し
込
み
方
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詳
し
く
は、

法
務
省
東
京
入
国
管
理
局
宮
0
3

(3
2
8
6
)
5
2
4
2
 

ち
ぱ
文
化
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2
0
0
1

芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
作
品

募
集
内
容

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、

絵
画、

秒
近
、
写
其
、
デ
ザ
イ
ン
、

彫
刻
、
工
芸
、
詩
吟
、
抑
制
、
歌
唱
、

演
奏
、
芸
能

一
般

※
開
催
場
所
、
期
間
、
出
品
料
な
ど

は
、
分
野
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、

募
集
要
項
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館

・

教
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委
只
会
に
用
意
)
を
ご
覧
に
な

る
か、

ち
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会
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バ
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運
営
部
会
事
務

局
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(
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3
)
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1
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へ
。「ト

l
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ン
グ
」
会
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内所目
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週
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陥
白
川
時
1
ロ
時
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分

市
民
プ
ラ
ザ

基
礎
英
会
話
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テ
キ
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は
N

石ピ
策本2
1禄?
孝也4
3 ち
カ 由

旦ん

H
K基
礎
英
語
E
を
使
用
)

対

先
着
5
人

民

月
額
2
5
0
0円

申

屯
話
で
武
井
宮
(制
)0
5
8
7

お
し
ら
ぜ

敬
老
祝
金
を
贈
呈

長
寿
を
お
祝
い
し
て
、
9
月
に
市

か
ら
敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

対

9
月
1
日
現
在
で
市
内
に
引
き

続
き
5
カ
月
以
上
居
住
し
、
次
に
該

当
す
る
方

0
2
成
の
方

(大
正
ロ
年
9
月
2
日

か
ら
大
正
日
年
9
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
)
・:
1
万
円

o
m歳
の
方

(大
正
元
年
9
月
2
日

か
ら
大
正
2
年
9
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
)
・:
2
万
円

。
卯
歳
の
方

(明
治
M
年
9
月
2
日

か
ら
明
治
百
年
9
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
)
:・
3
万
円

。
1
0
0歳
以
上
の
方

(明
治
M
年

9
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
)
:・

5
万
円

贈
呈
方
法

口
座
振
込

※
対
象
と
な
る
見
込
み
の
方
に
は
申

前
件
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
記
入

の
う
え
7
月
幻
日

(
必
消
)
ま
で
に

ご
返
送
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
見
込
み
の
方
で
申
前

舎
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は、

ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問

介
護
支
援
謀

・
内
線
4
1
2

忘れずに納め事しよう

項 目 納期限
(口座握嘗日)

介護保険第 2期 31(火)

国定資産現・都市計画税第2期 31(火)

国民年金(払込期限) 31(火)

国民健康保険税第2期 31(火)

水道料金 25(水)

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

「
痴
ほ
、
つ
症
状
が
あ
る
が
何
科
に

受
診
す
れ
ば
よ
い
か
」
「
最
近
も
の

忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
が
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
」
な
ど
、
痴
ほ
う
の

方
を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
の
疑
問

に
、
専
門
の
医
師
が
お
答
え
し
ま
す
。

日
・

所

7
月
初
日
(木
)
日
時
却
分

1
日
時
泊
分
、
市
在
宅
介
諮
支
援
セ

ン
タ
ー
相
談
室
(
市
役
所
西
別
館
3

階
)
〈
費
用
無
料
〉

担
当

橋
爪
敏
彦
医
師

(亙
京
慈
悲

会
医
科
大
学
付
属
柏
病
院
併
設
老
人

性
痴
呆
疾
患
セ
ン
タ
ー
)

申

屯
話
で
介
殻
支
援
楳
宮
(郎
)1

_ 4 

7障 1
1レ害
議児

話
料
のへ
「減の

免

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
官
手

帳
を
お
持
ち
の
ガ
と
、
そ
の
付
き
添

い
の
方

(1
人
ま
で
)
は
、
次
の
プ

ー
ル
施
設
な
ど
の
入
国
料
金
が
減
免

さ
れ
ま
す
。
(
駐
車
場
代
を
除
く
)

※

富
津
公
園
屋
内
温
水
プ
l
ル
宮

0
4
3
9
(幻
)
8
8
8
7は
、
他
の

専
用
使
用
が
な
い
か
事
前
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

間

(財
)千…梨
県
相
祉
ふ
れ
あ
い
財

団
宮
0
4
3
(2
2
1
)
7
0
0
7

施設名

横芝海の子どもの国
7月20日(祝)から

酒々 井ちびっこ天国
8月31日(金)まで

富津公園ジャンボプール

千葉県子どもの国平成14年

富津公園屋内温水プール 3月31日(日)まで

※利用の際11、手帳をご持参ください。

利用期間

市
民
活
動
セ
ン
タ

ー

8
月

2
日
は
臨
時
休
館

8
月
2
日
(木
)
は
、
市
民
会
館
で

「利
根
川
治
水
大
会
」
が
行
わ
れ
る

た
め
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
は
終
日

臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

間

市
民
活
動
支
援
都
市
民
活
動
支

援
担
当

・
内
線
4
8
8

取
手
市
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

施
設
使
用
料
を
一
部
改
定

7
月
初
日
(
祝
)
か
ら
、
施
設
使
用

料
が

一
部
改
定
さ
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
サ
ウ
ナ:・
現
行
1
回
7
0

0
円
↓
3
0
0円

出
歳
以
上
の
室
内
プ
l
ル
使
用:・
現

行
1
回
3
0
0円
↓
1
0
0円

問

教
育
委
員
会
体
育
課
宮
(幻
)7

F
b
F
D
F
D
 

2
0
0
1
年
国
民
平
和
大
行
進

日

7
月
引
日
(土
)
8時
却
分
湖
北

駅
南
口
集
合

(
雨
天
実
施
)

コ
ー
ス

湖
北
駅
南
口
↓
第
二
小
学

校
↓
市
民
会
館

L
つ
く
し
野
中
央
公

園

(
日
時
柏
コ
l
ス
へ
引
き
継
ぎ
)

※
昼
食
は
主
催
者
で
用
意
し
ま
す
。

問

原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

実
行
委
員
会
加
藤
宮
(的
)1
7
8
1

一
日
国
民
生
活
金
融
公
庫

日
・
所

7
月
お
日
(
木
)
9時
加
分

1
日
時
、
我
孫
子
市
商
工
会

内

事
業
資
金
融
資
に
つ
い
て
の
相

談

(費
用
無
料
)

申

屯
話
で
7
月
お
日
(
月
)
ま
で
に

商
工
会
宮
(位
)3
1
3
1

大
規
模
小
売
庖
舗
改
装
に
伴
う

地

元

説

明

会

日
・
所

7
月
お
日
(
水
)
日
時
1
ロ

時、

取
手
市
福
祉
会
館

(
取
手
市
点

1
の
1
の
5
)

敬
装
唐
舗

ボ
ッ
ク
ス
ヒ
ル
取
手
庖

間

商
工
観
光
課

・
5
0
4

。
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国民年金

写真コンクール

ねが家@

犬・縮写真コンクール

我孫子野外美術展

市民オーナー、サボーター、
ー般制作者になりませんか

題材 四季を通じた県内の風景、行

事、 名所、文化財、スポーツなど

規格 カラープリントで、 キャビネ

以上4ツ切り判まで

応募規定 ①作品は未発表のもので、

1人5点まで ①作品は返却しませ

ん 処務の裏面に応募票 (画題、

住所、氏名、 電話番号、年齢、 撮影

年月日・ 場所、撮影データ)を貼付

表彰 入選作品に賞状と副賞を授与

応募先・問い合わぜ 10月1日(必

着)までに〒260-8608千葉市中

央区弁天町210の3大宗北口ピル4
F千葉社会保険事務局年金課ft043
(207)8845ヘ郵送

題材 応募者が飼育している犬-猫

の写真(サービス判)と、しつけな

ど飼育についてのコメン卜(400字
以内)

対象 県内在住の方

応募規定 ①作品は未発表のもので、

1人3点まで ⑦作品は返却しませ

ん ①写真の裏面に住所、氏名、 電

話番号を明記

表彰 審査会により15点に賞状と副

賞を援与

応募先・問い合わぜ 8月1日から

31日(必着)までに〒260-0854
千葉市中央区長洲2の22の6(財)千

葉県動物保護管理協会合043(221) 
2364ヘ郵送

企昨年の会場風景

品制作助手、イベントス夕、ソフなど

0一般制作者 自然のなかで、作品作りに

挑戦したい方

制作期間 10月13日(土)から20日(土)

内容 自然をテーマとした、森の自然を壊

さない作品づくり(素材は自由)

※相島の森で、 自然を体感する絵画を作家

と共同製作したい方を募集しています。詳

しくは、 7月22日(日)までに白川ft(87)05
96ヘ
サボーターと一般制作者の説明会

日時・場所 7月22日(日)と8月5日(日)
午後1時から2時、布佐南近隣センター

申し込み・問い合わせ 電話で江上告(89)
6021ヘ

我孫子野外美術展が、今年も布佐の森な

どを舞台に開催されます。

実行委員会では、市民オーナー、サポー

タ一、 一般制作者を募集しています。

公開制作期間 10月14日(日)から20日(土)

展示期間 10月21日(日)から28日(日)
場所 布佐市民の森、相島の森、 五本松公

園

0市民オーナー

えてくれる方

内容一口2000円(終了後に作品カタログ

を送付)

0サボーター ボランティアで野外美術展

を支えてくれる方(短期間でも可)

内容 運営サポート、会場案内、広報、作

野外美術震を資金的に支
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楽
し
み
な
が
ら
環
境
問
題
を
考
え
よ
う

。
。
ぜ
我
孫
子
!
あ
び
こ
イ
イ
ゼ
!

-ー--
楽
し
み
な
が
ら
身
近
な
環
境
問
題

を
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト

「
い
い
ぜ
我
孫

子
!
あ
び
こ
イ
イ
ゼ
!」
を
、
我
孫

子
背
年
会
議
所
と
と
も
に
行
い
ま
す
。

今
年
の
テ
1
マ
は
「
緑
」
。
ご
家

腕
や
お
友
達
と

一
緒
に
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

展
示

日
時

7
月
羽
田
(
土
)か
ら
8
月
1

日
(
水
)
午
前
叩
時
か
ら
午
後
5
時

内
容

O
我
孫
子
の
緑
に
詳
し
く
な

ろ
う

O
木
の
お
医
者
さ
ん
(
樹
木

医
)
高
野
さ
ん
の
紹
介

O
パ
l
ド

も
〈
伊
予
ヲ
が
ん

カ
l
ピ
ン
グ
と
木
象
献
(内
山
春
雄

さ
ん
の
作
品

)

O
ア
サ
ヒ
エ
ピ
ネ

(レ
ッ
ド
デ
1
タ
)

O
珍
し
い
木

を
見
て
み
よ
う

ti' 

体験学習室オープン

a 

鳥の博物館に

第1049号

惨
さ
わ
れ
る
標
本

講
演
会
・
コ
ン
サ
ー
ト
(
整
理
券
が

必
要
。
な
い
方
は
当
日
先
治
到
人
)

日
時

7
月

m日
(
日
)
午
後
1
時

。
自
然
を
守
る
っ
て
ど
ん
な
こ
と
1

カ
エ
ル
や
ト
ン
ボ
が
や
っ
て
く
る
学

校
ピ
オ
斗
れ
プ
ー

講
師

団
法
龍
太
さ
ん

(財
団
法
人

日
本
生
態
系
協
会
)

。
緑
の
森
と
語
り
あ
お
う

諜
糾
叫
さ
ん

(
絵
本
作
家
)
の
絵
と

7
月
日
日
烏
の
博
物
館
に
、
根
本

に
触
れ
た
り
、
地
域
の
自
然
や
烏
の

情
報
交
換
が
で
き
る
体
験
学
習
室

(
写
真
左
)
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

体
験
学
習
室
に
は
、
羽
、
く
ち
ば

し
な
ど
の
資
料
を
テ
l
マ
ご
と
に
セ

ッ
ト
し
た
箱

(パ
l
ド
ボ
ッ
ク
ス
)
、

身
近
な
烏
の
さ
わ
れ
る
標
本
、
タ
ッ

チ
カ
l
ピ
ン
グ
、
図
啓
資
料
と
イ
ン

お
話

。
緑
い
っ
ぱ
い
の
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
め
ば
え
幼
稚
図
母
の
会
コ
ー

ラ
ス
、
少
女
合
唱
団
「
リ
ト
ル
キ
ヤ

ツ
ツ
」

は
っ
ぱ
で
遊
ぼ
う

・
日
時

7
月
お
日
(
土
)
午
前
日
時
か

ら
午
後
3
時
、
羽
田
(
日
)
午
前
日
時

か
ら
午
後
1
時

内
容

は
つ
ば
を
組
み
合
わ
せ
て
作

品
づ
く
り
(
写
真
)

樹
木
医
高
野
さ
ん
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

日
時

7
月
却
日
(
日
)
午
後
1
時
か

ら
5
時

入
場
料

い
ず
れ
も
無
料

場
所
・
問
い
合
わ
せ

い
ず
れ
も
市

民
プ
ラ
ザ
宮
(幻
)2
1
1
1

タ
!
ネ
ッ
ト
端
末
機
な
ど
が
設
位

さ
れ
、
自
由
に
ご
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
自
分
で
採
集
し
た
手
引
泊

の
微
生
物
や
、
烏
の
羽
毛
な
ど
を

顕
微
鏡
で
観
察
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

た
だ
見
る
だ
け
の
博
物
館
で
は

な
く
、
五
事
乞
使
っ
て
体
験
で
き

ま
す
。

ぜ
ひ
、
友
遥
や
ご
家
族
と
一
緒

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

烏
の
博
物
館
宮

(お
)
2
2
1
2

h
F
バ
l
ド
ボ
ッ
ク
ス

手賀沼ピ方トーフ
自然観察

みんなで参加しませんか

手
釘
沼
ピ
オ
ト
1
プ

(
写
真
)
は
、

水
生
植
物
の
も
つ
格
化
能
力
を
利
用

し
て
手
賀
沼
の
水
を
き
れ
い
に
し
、

い
ろ
い
ろ
な
生
物
が
住
め
る
環
境
づ

く
り
を
し
て
い
ま
す
。

ピ
オ
ト
l
プ
が
作
ら
れ
て
か
ら
、

2
年
が
経
過
。
ど
ん
な
植
物
が
生
え

て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
動
物
が
い
る

あ

び

--. 
ζ-

市
で
は、

子
ど
も
た
ち
の
意
見
や

要
望
を
聴
こ
う
と
、
5
月
引
日
(
木
)

と
7
月
2
日
(
月
)
の
二
日
間
、

子
ど

も
議
会
を
初
め
て
開
き
ま
し
た
。

子
ど
も
議
只
は、

市
内
の
小
学
校

の
か
、
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・

場
所

8
月
日
日
(
土
)
午
前

9
時
五
本
松
公
岡
駐
車
場
集
合
、
日

時
却
分
同
地
で
解
散
予
定

(小
問
実

施

・
荒
天
中
止
)

※
観
察
場
所
ま
で
係
貝
が
引
率

対
象

市
内
小
中
学
生

(親
子
で
の

参
加
も
で
き
ま
す
)

持
参
ゴ
ム
製
の
サ
ン
ダ
ル

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

屯

話
で

手
賀
沼
楳

・
内
線
4
6
4

あ

れ

......，惨

ιー

市長・教育長を囲み、笑顔で記念撮影をする子ども議員の皆さん

れ
(日
校
)

・
中
学
校

(6
校
)
の
代

表
円
人
。
市
議
会
議
場
で
、
本
会
議

さ
な
が
ら
に、

議
長
の
中
村
義
幸
さ

ん

(布
佐
中
)
と
副
議
長
の
蹄
木
智

恵
さ
ん

(我
孫
子
第
三
小
)
の
進
行

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

1
日
目
は
市
の
行
政
に
つ

い
て
市

長
が
説
明
。
2
日
目
に
は
子
ど
も
議

只
か
ら
身
の
回
り
の
環
境
や
教
育

・

福
祉
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が

出
さ
れ
、
市
長
や
市
の
職
n
Hが
わ
か

り
や
す
い
言
葉
で
答
え
ま
し
た
。

山
口
撤
朗
さ
ん

(新
木
小
)
の

「学
校
の
黒
板
が
、
光
の
反
射
で
と

て
も
見
づ
ら
い
で
す
。」
と
の
意
見

に
、
福
嶋
市
長
は

「市
内
全
校
の
黒

板
を
調
査
し
、
見
づ
ら
い
黒
板
の
塗

り
替
え
を
し
ま
す
。」
と
約
束
し
て

い
ま
し
た
。

小
中
学
生
の
意
見
を
行
政
巳
・..
 

子
ど
も
議
会
を
開
催

俳句

文芸だより
文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切

りは毎月20日(必着)。ハガキで 1人1作に限ります。
応募先 〒270・1192我孫子1858市役所広報室

E選

冷
蔵
庫
満
た
し
て
あ
り
し
姿
の
留
守

か
た
つ
む
り
角
出
し
て
ゐ
る
石
舞
台

ス
カ
ー
ト
の
裾
に
移
り
香
ラ
ベ
ン
ダ
ー

み

rた

ゆ
や
巾
ぐ
・も

旅
な
か
ぱ
水
田
に
映
る
か
/焼
↑誌

が
ま

蝦
一幹
川町
く
や
タ
月
は
池
に
輝
け
る

怠

y
h，・
T

つ手
・

叫同ひ
て
緑
陰
の
夫
無
一百
な
り

蛇
の
絵
の
立
札
立
て
て
門
時
し

駅
ホ
l
ム
ま
ろ
び
て
走
る
夏
帽
子

短款

竹 内山 本寛太選

む

時
代
の
波
に
取
り
残
さ
れ
ま
い
と
老
骨
に
鞭
ち
打
ち
I

T
郁
習
を
受
く

小

出

礼
子p

勺

今
日
は
家
族
参
観
日
ら
し
父
母
に
手
を
引
か
れ
し
子
等

が
跳
び
は
ね
帰
る

長
南

光

子

た
い
き
ん
ほ
く

耳
め
き
し
沼
辺
に
白
く
花
の
霊
み
泰
山
木
の
を
さ
ま
り

に
け
り

山
口
伊
佐
夫

噴
水
の
あ
が
る
を
見
れ
ば
白
鳥
の
興
広
げ
て
し
ぶ
き
を

く
ぐ
る

松

浦

ま
ゆ
み

し

ろ

た

し

ず

一
面
の
代
田
は
す
で
に
早
苗
田
と
な
り
て
静
け
き
風
の

流
る

る

津

村

阿

毘

幸
せ
の
四
つ
葉
の
ク
ロ
l
パ
採
し
つ
つ
老
い
先
見
え
ぬ

散
歩
道
か
な

篠
田

ま
さ

情
熱
を
野
球

一
途
に
燃
や
し
た
る
我
が
背
容
は
逮
き
彼

方

に

須

田

博

ぁ

・

4
t

町
生
れ
て
三
十
年
記
念
の
湖
北
台
住
民
の
輪
轡
す
五
月

の
空
に

馬

場

千

鶴

子

六
月
下
旬
に
、
電
力
中
央
研
究
所

の
近
く
を
通
る
と
、
台
地
の
南
側
斜

面
に
、
花
を
つ
け
た
テ
リ
ハ
ノ
イ
バ

ラ
が
あ
り
ま
し
た
。
テ
リ
ハ
ノ
イ
バ

ラ
は
つ
る
性
の
落
葉
低
木
で
、
か
ぎ

と
げ

形
の
刺
を
つ
け
た
枝
を
崖
か
ら
垂
ら

し
て
い
ま
し
た
。

自

ν，e
4¢
舎
内，

葉
は
五
枚
か
ら
九
枚
の
小
…架
か
ら

な
り、

て
か
て
か
し
た
光
沢
が
あ
り

テリハJイバラ
川
上

進
也

監
谷
千
鶴
子

小

林

光
江

木

下

明
子

谷
口

正

英

野
口
こ
う

平
塚

利
雌

中

野

武

(ばら科)

不用品

事S'1賓

u贈
り
ま
す
日

無
料
で
*
子
ど
も
用
一一一
輪

車

・自
動
車
の
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
l
ト

(4
歳
児
ま
で
)

〈
制

官

(
ω
)
3
1
1
1

〉

申
し
込
み
連
絡
先
に
庇
接

屯
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

コ
ー
ナ
ー

へ
の
掲
税
申
し
込

み
は
、
氾
話
で
商
工
観
光
灘

消
特
給
部
係
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意

取
り
扱
う
品
物
は、

家
共
、

台
所
用
品、

沼
気
製
品
、
学

習
器
孔
(な
ど
で
す
。
衣
類
、

市
な
ど
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
陶
工
観
光
線
・

付
総
3
2
9

て
り
は
の
い
ば
ら

ま
す
。「
昭…
諜
野
部
被
」
と
は、

業

に
光
沢
が
あ
る
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ

た
名
で
す
。
日
当
た
り
の
よ
い
市
地

や
河
原
、
海
岸
な
ど
に
生
え
、
ま
た

椋
高
二
千
メ
ー
ト
ル
を
越
す
プ
ナ
帯

に
ま
で
分
布
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

花
期
は
六

・
七
月
で
、
白
い
五
枚

の
花
び
ら
を
附
く
と
、
花
の
芭
径
が

三

・
三
セ
ン
チ
前
後
あ
り
ま
す
。

花
後
に
丸
い
果
実
が
で
き
、
十
月

時
に
は
赤
く
色
づ
き
ま
す
が
、
磐

夫

は
落
葉
し
た
後
も
枝
に
残
る
の
で
、

S
H
J

、L
r
-
A
7

風
怖
が
あ
り
ま
す。

果
実
は
一歩
筒
が

肥
大
し
た
も
の
で
、
先
端
に
は
雌
し

か
ち
ゅ
う

ベ
の
花
位
だ
っ
た
部
分
や
、
一mv
片
の

一
部
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
木
は
、
悶
芸
品
種
の
パ
ラ
を

接
ぐ
、
ムロ
木
と
し
て
使
わ
れ
ま
す。

(文

・
亨
只

佐

久

間
俊
行
)

48，129世帯 」の広報紙は古紙100%再生紙を使用していますa100 /‘ 世帯数785人外国人129，367人φ人口人口と也講舷 (7月1日現在)


